
朝から！チャレンジクッキング【岩手県】

■団体の名称 ■連携している団体

■背景・ねらい

釜石市・釜石市教育委員会・釜石市食生活改善推進員協議会 市内中学校・PTA・市教育委員会・学校給食センター・
市保健福祉部・市食生活改善推進員協議会

■活動内容 ■成果

当市の朝食欠食率は岩手県と比較して高く、中学生から高校生へと年齢が上がるにつれて欠食率が高くなる傾向がみら
れる。このことから朝食欠食率の増加が始まる中学生を対象とした取組として平成30年度より当事業を開始し、調理実習
と栄養講話を行い朝食をとることの意義を啓発し、調理技術などの実践的な指導を通じて、朝食欠食率の低下を目指す。

市食生活改善推進員をはじ
め、家庭科教諭、市管理栄養
士が各班に1人ずつ入り、調
理技術の指導を行う。
この日の献立は「白菜とウ

インナーのスープ」。
生徒全員が包丁を持って食

材を切る経験が出来るよう、
1人1人に指導を行う。

市管理栄養士から朝ごはん
が体に与える影響について
○×クイズを出題後、「朝食
と学力・体力の関係」「朝食
と栄養バランスの関係、心の
健康」などについて説明し、
朝食をとることの意義を啓発
する。

当市の中学生における朝食欠食率は、取組
開始時の平成30年度と比較して令和元年、令
和2年と減少に転じており、岩手県と比較し
ても同等の値で推移している。
このことから、本取組における一定の成果

が伺える。

出典：生活習慣病予防支援システム（学校保健対象事業領域）
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簡単メニューの調理実習

朝食に関する栄養講話

朝食欠食率が低下


